

































り。 ） 」とあり、貞観十九年（六四五）に玄奘 翻訳事業が始まった時、慧浄は六十八歳であり病に臥していたという。かつてはこの『続高僧伝』の記述によって慧浄の卒年を六四五年とする説もあったが、道
(
)2






























































































































り当に著 捨つべしと承聞し 遂に五衆を召して、一切都て捨つ。夜に覚めて有間にして、晩に又た重ねて発すも、依前とし 都て捨つ。疾の間、亦然り 今則ち七十有余 して、生くる事極まれ
また

















































































す。 ） 」とあるもので、僧伽跋摩等訳『雑阿毘曇心論』の註釈書である。 『続高僧伝』では六〇五年の智蔵寺における対論の記事の後、本書と『倶舎論文疏』 、 『金剛般若経註』を著したことが伝えられる。道宣の慧浄伝の記述がおおよそ年次に従っているとすれば
、本書の成立時期は六〇五年以降と考えられる。慧






























未だ研求を尽さず。乃ち師無くして独り悟りて、名理を思択し、之の文疏三十余巻を為す。 ） 」と伝えられる真諦訳『阿毘達磨倶舎釈論』 （以下、 『倶舎釈論』 ）の註釈が本書である。なお、この「師無くして独り悟る」という文言は『続高僧伝』の中にもう一箇所
、普光寺の寺主となったことを伝える記事の中にも






































































































(5)『大乗荘厳経論纘述』 （以下、 『荘厳論纘述』 ）は、無著造・波羅頗蜜多羅訳『大乗荘厳経論』の註釈書



























『妙法蓮華経纘述』 （以下、 『法華経纘述』 ）は、六三二～六三九年頃に慧浄が紀国寺において著したと
(
)32
考えられる『法華経』の註釈書である。近年、金炳坤氏によって松廣寺 版本の一部が現存し、韓国の宝物に指定さ ていることが報告された。韓国に現存する版本は、序品を註釈した 巻二（①韓国宝物
(
)33














本書は、栖復集『法華玄賛要集』 （以下、 『玄賛要集』 ）に多くの逸文が残っている。栖復は、慈恩大師























ついて 直ちに『法華経纘述』の抄出本と判ずることはできなくとも、 『法 纘述 を受け そ 以降に成立した文献と言えるとしている。上述のごとく、④スタイン四一〇七は関連する他の『法華経』註釈
(
)39








































































































































































































































































































































































（12）『仁王般若経讃述』 （以下、 『仁王経讃述 ）は鳩摩羅什訳『仏説仁王般若波羅蜜多経』の註釈であり、
行信抄『仁王護国般若波羅蜜多経疏』 （以下、 『行信疏』 ）や円珍撰『辟支仏義集』等にその一部が引用されている。その逸文のほとんどは経典の語句に対する註釈で、そこから全体の思想的特徴を読み取るのは
(
)41































































































































て胎に入るべし と。是の時、五百の辟支仏、天の語を聞き已り、座より起ち、踊りて虚空に在り、高さ七多羅樹にして、火と化して身を焼き、涅槃に入る」と。若し無しと言わば、此の経の所説の「八百万億大仙縁覚」とは、復た如何が通ずるや。答う。諸説不同なり。一に云 秘密ならば即ち有り 顕現ならば即ち無し。故に智度論 云く「仏法に二種あり。一には、秘密。二には 顕現。初めて法輪を転ずるに、三乗の人 各其の果を得ること有り 是れ秘密衆なり。 今此の経の中には、秘密に依りて説くが故に有りと言うな 。大厳の所説は、衆を顕現するに依るが故 相違せず
右の『円測疏』の引用では、 『仁王経讃述』の説は諸説あるうちの一つとして挙げられる（二重傍線部


























本書は『仏説温室洗浴衆僧経』 （以下、 『温室経』 ）の註釈書であり、現在までに四点の写本が見つかっ
































或は菩薩と りて、出世之果に階る。然れば則ち「発意」は是れ願楽位、 「治地」は是れ見位、 「功成」は是れ修位、 「志就 は是れ究竟位、 「遂致作仏」は是れ解脱位なり。
ここで慧浄が用いる願楽位・見位・修位・究竟位・解脱位という五つの行位のうち、前四者は真諦訳






































































べてみたい。まず、①および②に関しては、上図〇六八 撰号 通り、慧浄の真撰と見て良いと筆者は考えている。その理由は 既に先行研究で指摘されてい
るように、上図〇六八の経典冒頭の定型句「聞如是
一時仏」の解釈が、慧浄の他の著作と共通するためである 問題は、③ペリオ本を直ちに 沼と 付け
(
)66





































































































































頭の「如是我聞一時仏」に対する註釈部分が残り、その内容にはペリオ本 盂蘭盆経讃述』と共通する点がある。すなわち、その一つは『雑阿毘曇心論』の「経」 五義を用 点であり、もう一つは、前述の
(
)73

















































































































が著した小篇である。その後、法琳が慧浄の意見に賛同する書を出 たので 道宣の著作では法琳 書ともに『析疑論』を収録している。
『析疑論』では、仏教の矛盾点を仏教の教理概念を利用する辛諝の説を受けてか、慧浄も 荘子』等の




































のように教えを理解したとしても最終的に全ての衆生は成仏する、と仏教では主張する。そうであるならば、仏陀と先覚（＝中国の思想家）の言葉はそれを聞く衆生の認識の違いによって異なるだけで、先覚の智慧も仏教の般若もその根本は同一である。先覚の智慧を習うことが仏果を得るための勝因にならないと言うのならば、仏の般若を念じても仏果に至 こと できないであろう。つまり、辛諝は仏教側の「一音説法」の思想を前提としたとき、 の教え
によっても仏教の悟りを得られるのでなければ、辻

























































































































『易経』や『荘子』の思想によって置き換えたのと同じレトリックを用い、 『荘子』の記述を仏教 世界観によって解釈している。続いて 仏教の目指す悟りが非常に奥深く得難いことを、 『法華経』の「衣珠」や『涅槃 の「羅縠」 比喩を用い 示す。そして、この い境地に至るためには、凡庸な者は仏菩薩に傚う り他に方法は無いとして、仏教への帰依を説く。
以上のように、慧浄は相手と同じ論法を使いながら、全く逆の立場を宣揚してい 。ただし、辛諝が仏


























































さらに、①⑤の序文は、⑥智詵撰『般若心経疏』 （以下、 『智詵疏』 ）とも一致することが柳田聖山氏に





















慧浄疏』と基撰『般若心経幽賛』 （以下、 『幽賛』 ）



























































































































































































































行法と 即ち是れ深般若波羅蜜なり。 ） 」と、重複部分を削除した形に整えられている。このことから考
(
)119





























































経纘述』における別相三宝の解釈中に、 「教・理・行 果」を法宝とする説は見えない。無 、慧浄が
(
)124
『法華経纘述』を撰述した後に四種法宝を自説に取り入れたとも考えられよう。しかし、やはりこれは敦煌本の願文の作者は慧浄ではないことを示すも と思われる。そ 理由は、この願文で言う「教・理・行・果」とは、現行本『 疏』の〈５四不思議〉の記
述を指すからである。四不思議とは、 『般若心

























































































































































大乗論』巻下・依慧学勝相では、加行無分別智・無分別智（根本無分別智） ・無分別後智（後得智） いう三種の無分別智を説く。 （なお、 「根本無分別智」という語は玄奘訳 ものであるが 本稿では便宜上、三種の総称としての無分別智と区別するため、三種中の第二の無分別智を「根本無分別智」と呼ぶ。 ）『無量寿観経纘述』における「無分別智」 「後智」 、
三種のうちの第二・根本無分別智と第三・後得智を
指す。 『摂大乗論釈』によれば、根本無分別智 菩薩が得る出世間 智慧の本体である。そして、第三の後得智は、悟りの内容を他者 顕示するはたらきを持ち、意のままに「地を転じて金と為す」といった作用を起こすことができるという。以上の二智を『無量
寿観経纘述』では前五通と漏尽通の本体としている。
































































































時期であり、慧浄は地論・摂論学派が隆盛した時代に生き、 『大乗荘厳経論』の翻訳にも関わって、晩年には玄奘による新訳唯識文献の翻訳事業を目の当 りにしている。ただし、慧浄は玄奘 『般若心経』の註釈 おいても、基本的に 摂 学派の唯識説に依拠していることから、新訳の影響 限定的と考えられ
(
)147
る。また、摂論学派の唯識説 ついても、慧浄の思想におい 核心的な役割を担ったかについては一 を要す それは、同時代 摂論学派文献には唯識説を他より優れた思想と位置づける教判論が見られるが、慧浄は『摂大乗論』の説を受け入れはし
ても偏重はしていないことによる。
慧浄の著作は、新訳の普及に伴って次第に忘れられていったと考えられるが、同時に、最初期の法相教





























































































































































































































































































慧浄撰『温室経疏』 （大正八五・五三九頁上） 。大正蔵（スタイン二四九七）では 願楽住 「功来」
53
につくるが、上図〇六 により、それぞれ「願楽位」 「功成」に改め 。
(
)













































































































釈。 （此の経の説にれば、我れ説く所 法は、手中の葉の如し。未だ 法せざる所は、林中の葉の如し。末尼・天鼓、無思にして而も事を作すが如し。故
に此の中の二解、彼の両文に隨いて、綺互に解釈

































（故に宝積 に云く、正しく法身を見て尚お仏を見ず。何に況んや形色をや。 ） 」と、唐の菩提流志が七〇六〜七一三年 編纂した『大宝積経』を引用していること よる（佐藤［一九五八］一三一～一三二頁） 。この引用の該当箇所は、現行の菩提流志訳『大宝積経』巻一一二・普明菩薩会第四十三（大正一一・六三 頁中）にある。しかしながら、菩提流志訳『大宝積経』の普明菩薩会は、五胡時代に訳出された訳者不明『大宝積経』一巻に相当する部分である（長井［一九三〇］ 「大宝積経解題」三頁） 。そして、五胡訳出の 大宝積経 を註釈 た北魏の菩提流支訳『大宝積経論』巻四（大 二六・二二五頁下）にも、敦煌本『維摩経疏』巻六と全く同じ経文が確認できる。したがって、この『経』の引用を根拠 、龍大本『維摩経疏』の撰述年代を特定することは ないのである。また、龍大本『維摩経疏』に一箇所のみ見られる「基云」という引用も 佐藤氏自ら言うように、慈恩大師基の著作からの引用とは考えがたい（佐藤［一九五八］一二九頁上） 。
(
)






吉蔵は『仁王般若経疏』 （大正三三・三一五頁上） 、 『維摩経義疏』 （大正三八・九一五頁下） 、 『金光
77




























道宣撰『続高僧伝』には慧浄の手になる 首 詩が収録され（大正五〇・四四三頁上中） 、これらは
83


















































































































































































































































































































































































《参考文献一覧》足立俊弘［二〇〇四］ 「行信の『仁王経疏』における他疏の引用」 『大正大学大学院研究論集』第二八号荒見泰史［二〇〇七］ 「盂蘭盆経 新資料上海図書館蔵
068 『盂蘭盆経讃述』 」 『西北出土文献研究』
第四
号



































櫻井唯［二〇一七Ａ］ 「智儼撰『孔目章』の十義門と中国唯識諸派」 『印仏研』通号一四三櫻井唯［二〇一七Ｂ］ 「初唐の異国僧――長耳三蔵とその思想」 『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第
六二輯















中西久味［二〇〇八］ 「唐の紀国寺慧浄撰とされる『盂蘭盆経讃述』 『般若心経疏』について」 『新潟大学
人文学部人文科学研究』第一二二号






原田宗司［二〇〇三］ 「 『無量寿観経纘述』と『安楽集』――その仏身仏土論について――」 『真宗研究
第四七輯





平井宥慶［一九七一］ 「敦煌資料より知られる唐紀国寺慧浄法師の一面」 『豊山学報』第一六号平井宥慶［一九七二］ 「敦煌本金剛経疏と唐慧浄」 『印仏研』通号四一平井宥慶［一九九一］ 「無名の『法華経』研究者たち」 『塩入良道先生追悼論文集
天台思想と東アジア
文化の研究』山喜房佛書林































村上速水［一九五五］ 「 「無量寿観経纘述」の 考察」 『真宗学』第一三・一四合併号望月信亨［一九六四］ 『中国浄土教理史』法蔵館柳田聖山［一九九 ］ 「 『資州詵禅師撰、般若心経疏』考」 『柳田聖山集第一巻
禅仏教の研究』法蔵館
矢吹慶輝［一九三三］ 『鳴沙余韻解説』岩波書店吉村誠・山口弘江訳注 二〇一二 新 訳大蔵経中国撰述部①―三〈史伝部〉続高僧伝Ⅰ 大蔵出版吉村誠［二〇一四］ 「中国唯識における円測の位相――三性説を中心に ― 駒澤大学仏教学部論集』
第四五号
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紀国寺慧浄の著作について
（櫻井）
※本稿で引用した慧浄撰『妙法蓮華経纘述』のテキストについては、身延山大学の金炳坤先生よりご提供
いただいた画像データおよびテキストデータに依
拠した。この場を借りて深く御礼申し上げる。
※本研究は二〇一九年度早稲田大学特定課題（
2019R-009 ）による成果の一部である。
